
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します
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金婚式を迎えた夫婦を紹介
50 年  とこれから
私たちの

（写真左から）

一色  義則 さん   Isshiki  Yoshinori

一色  美佐子 さん   Isshiki  Misako

　松前中学校 1 年生の鈴木颯さん。7 月 31 日に開催された、
「第 60 回四国中学総合体育大会」で陸上競技男子 1 年 100 ｍ

に出場し、12 秒 18 というタイムで見事 1 位に輝きました。
　7 月 23 日に開催された県総体では、11 秒 85 の大会新記録
で 1 位になった鈴木さん。「小さな頃から、走るのが好きだっ
た」とほほえみ、自主練習に励んでいます。インターネット
などで正しい走り方のフォームやスタートの技術を勉強し、
週に 2 回は松前公園グラウンドで長距離走や短距離走の練習
を 1 人で行います。「走る時の腕の振り方が小さいと父に言
われたので、大きくできるように筋トレを始めた」と話すよ
うに、毎日自分でメニューを考えた体幹トレーニングや腕立
て伏せなどを欠かしません。
　「四国総体では、向かい風が強く思ったようなタイムが出
せなかった」と悔しい思いをした鈴木さん。「3 年生になるま
でに 100 ｍを 10 秒台で走りたい」と意気込み、これからも目
標に向かって走り続けます。
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　本年度、結婚 50 年の節目を迎える一色さん夫婦＝筒井＝。
義則さんは、「家族みんなが大きな病気をすることなく、健康で
いることができたので良かった」とほほえみます。
　松山市出身の義則さんと新居浜市出身の美佐子さんは、友
人の紹介で出会い、結婚しました。2 人の職場から近かった松
前町に住み始めたのは約 35 年前。結婚 50 年のうち、10 年ほど
海外や県外に単身赴任をしていた義則さんは、「自分がいない
間は、1人でよく家庭を支えてくれた」と、フルタイムで働いてい
た美佐子さんをたたえます。一方、「共働きの少なかった時代に
よく支えてくれた」と、育児にも協力してくれた義則さんをたた
える美佐子さん。「平凡な日々だったけど、家事にも協力してくれ
た夫や娘たちに感謝している」と目を細めます。
　「この 50 年は、とにかく忙しかった」と話す義則さん。そんな
中でも、家族で京都や長崎など多くの場所を旅行しました。「特
に思い出に残っているのは、ヨーロッパ旅行で WHO を見学し
たこと」と振り返る美佐子さん。最近は、娘さんやお孫さんたち
と季節の花を見にドライブに行くことも楽しみの一つです。
　気の合う友人たちと集まって卓球をしたり、庭の手入れをし

　9月17日、文化センターで開催した金婚者表彰式
には、本年度、町内で金婚式を迎えた33組のご夫婦
のうち、20 組が出席しました。おめでとうございます。

たり―。一緒に過ごす趣味の時間を大切にしながら、お
互いの趣味の時間も大切にしている2 人。「体を動かし
て、健康に気を付けて楽しく過ごしたい」と口をそろえ、
これからも趣味を楽しみながら、仲良く人生を歩んでい
きます。

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

◦ PROFILE
はしもと・ひろかず　会社員。ペットの小太郎（ウサギ）とメダカの
　世話を担当。里沙さんの作るキーマカレーが大好き　砥部町出身
はしもと・りさ　パート。趣味は、多肉植物を育てて増やすこと。宏
　和さんの作る野菜たっぷりお味噌汁が大好き　松山市出身
はしもと・りゅうせい　好き嫌いなく何でも自分で食べる。お気に入
　りは、ミニカー　1 歳

　西古泉に住む橋本さんファミリー。休日は、3人で一緒にゆっくり過
ごす時間を大切にしている仲良し家族です。
　「川でバーベキューをして、ゆっくり過ごす時間が好き」と口をそろえ
る宏和さんと里沙さん。バーベキューをしながら、琉世くんのことを話
す時間は、忙しい2人にとって癒しの時間。夫婦のコミュニケーション
をとって、琉世くんの成長を楽しみつつ助け合いながら家事と育児を
両立させています。
　そんな2人の宝物の琉世くんは、1,000グラム未満で生まれた早
産児でした。 「今ではそのことも忘れてしまうほどやんちゃで、目を離
した隙に冷蔵庫を開けていることもある」とほほえむ宏和さん。里
沙さんは、「はぐはぐ（子育て世代包括支援センター）でのお母さんた
ちとの情報交換が支えになった」と振り返り、安心して成長を見守っ
ています。空を飛んでいる飛行機を見逃さず、指を差して教えるほど
乗り物が大好きな琉世くん。電車や飛行機を見るために散歩したり、
空港に行ったり―。3人でお出掛けするのを楽しみにしています。
　今後は、3人で沖縄旅行に行きたいと話す橋本さんファミリー。
これからも家族で楽しい思い出をたくさんつくっていきます。
　次回は、里沙さんの妹、後藤友理さんファミリーをご紹介します。

橋本宏和さん　 里沙さん 　琉世くん （西古泉）

家 族 の き ず な
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